
城北地区を支える役員の皆さん

令和令和８８年度年度
町会長紹介町会長紹介

沢村公園徳瀬山公園

深志高校

旧開智学校

開智小学校

白金町町会
窪田 隆彦

蟻ヶ崎北町会
上条 晴康

沢村町会
須澤　仁深志ヶ丘町会

松岡 文子

蟻ヶ崎東町会
松澤 克彦

北馬場町会
吉澤 正喜

田町町会
吉見 隆男

新田町町会
犬飼　博

徒士町町会
高木 三男

旗町町会
飯田 法夫

西町町会
東　靖人

同心口張町会
大月 眞澄

堂町町会
西澤 孝仁

蟻ヶ崎台町会
梅津 雅彦

［
町
会
長
会
］

　
会
　
長
　
窪
田
　
隆
彦

［
町
内
公
民
館
長
会
］

　
会
　
長
　
上
原
　
偉
敏

［
民
生
児
童
委
員
協
議
会
］

　
会
　
長
　
大
月
ひ
ろ
子

［
日
赤
奉
仕
団
］

　
分
団
長
　
岡
田
　
敏
子

［
人
権
啓
発
推
進
協
議
会
］

　
会
　
長
　
上
原
　
偉
敏

［
環
境
衛
生
協
議
会
］

　
会
　
長
　
須
澤
　
　
仁

［
社
会
福
祉
協
議
会
］

　
会
　
長
　
窪
田
　
隆
彦

［
ス
ポ
ー
ツ
協
会
］

　
会
　
長
　
上
原
　
偉
敏

［
子
ど
も
会
育
成
会
］

　
会
　
長
　
由
井
三
佐
子

［
緑
化
推
進
委
員
協
議
会
］

　
代
　
表
　
松
澤
　
克
彦

［
防
災
連
合
会
］

　
会
　
長
　
村
田
　
誠
一

［
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
］

　
会
　
長
　
須
澤
す
え
美

［
友
の
会
］

　
会
　
長
　
小
林
　
英
一

［
福
祉
ひ
ろ
ば
事
業
推
進
協
議
会
］

　
会
　
長
　
窪
田
　
隆
彦

［
ひ
ろ
ば
委
員
会
］

　
委
員
長
　
宮
田
　
幸
子

［
住
み
よ
い
町
づ
く
り
協
議
会
］

　
会
　
長
　
窪
田
　
隆
彦

　
　
安
全
の
部
会
長

　
　
　
　
　  

古
田
　
健
司

　
　
健
康
の
部
会
長

　
　
　
　
　  

小
林
　
英
一

　
　
福
祉
の
部
会
長

　
　
　
　
　  

三
村
伊
津
子

（
敬
称
略
・
順
不
同
）
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令和８年５月１日現在
総世帯数 3,802
総 人 口 7,635
男 3,620
女 4,015



体
育
部
会

◎
大
森
　
　
茂

○
細
萱
　
康
二

○
清
水
口
　
勝

　
小
林
　
英
一

　
竹
内
美
佐
子

　
塩
沢
　
貞
子

　
柴
田
　
真
里

文
化
部
会

◎
松
田
　
榮
子

○
後
藤
　
芳
孝

○
須
澤
　
　
仁

　
深
澤
　
久
雄

　
梅
津
　
雅
彦

　
吉
江
　
　
隆

　
須
澤
　
二
郎

　
塚
田
き
よ
子

　
貫
井
久
美
子

青
年
部
会

　
体
制
再
検
討

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

令
和
８
年
度
　

  

公
民
館
委
員
名
簿

（
◎
部
長
　
○
副
部
長
）

企
画
運
営

　
　
　
委
員
会

　
黒
田
　
明
浩

　
窪
田
　
隆
彦

　
上
原
　
偉
敏

　
小
澤
　
基
裕

　
岡
野
美
代
子

　
澤
渡
か
ほ
る

館
報
編
集
部
会

◎
吉
見
　
隆
男

○
平
林
　
恆
人

○
森
　
恵
美
子

　
奥
寺
の
り
子

　
須
澤
美
奈
子

記
録
部
会

◎
柴
田
　
直
明

○
尾
日
向
智
子

○
丸
山
　
幸
子

　
福
井
　
節
子

　
安
藤
　
照
子

　
中
平
　
展
代

　
吉
田
　
淳
貴

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

4月22日ソーセージ作り体験５月９日 春のウォーキング大会

　

小
岩
井
館
長
の
退
任
に
伴
い
、
後

任
の
城
北
公
民
館
長
と
し
て
４
月
か

ら
就
任
し
ま
し
た
。
６
年
前
に
な
り

ま
す
が
、
５
年
間
城
北
地
区
地
域
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
地
区
の
み
な
さ
ま
に
は
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
時
、
地
域
福
祉
の
推
進
と
い
う

大
き
な
枠
組
み
の
中
で
、
住
ん
で
い

る
み
な
さ
ん
が
主
体
と
な
っ
た
ま
ち

づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
近
年
は
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
や
価
値
観
の
多
様
化
、
Ｉ
Ｔ

の
高
度
化
な
ど
で
、
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
が
希
薄
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
も
城
北
公
民
館
は
、
ま

な
び
の
場
つ
ど
い
の
場
と
し
て
、
地

区
の
み
な
さ
ま
と
と
も
に
市
内
で
も

有
数
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
城
北
公
民
館
活
動
の
伝
統

を
引
き
継
ぎ
、
よ
り
多
く
の
み
な
さ

ま
に
参
加
い
た
だ
き
、
顔
の
見
え
る

関
係
を
築
い
て
い
け
る
よ
う
な
魅
力

あ
る
城
北
公
民
館
事
業
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご

鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

令
和
４
年
４
月
か
ら
城
北
公
民

館
長
と
し
て
４
年
間
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
私
は
城
北
地
区
在
住

者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
城
北
の

皆
さ
ん
に
、
気
持
ち
よ
く
公
民
館

を
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を

第
一
に
考
え
、
勤
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
多
く
の
皆
様
方
に

支
え
ら
れ
、
助
け
ら
れ
な
が
ら
楽

し
く
任
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
皆
様
と
の
思
い
出
や
経

験
は
私
の
宝
物
で
す
。
こ
の
「
城

北
」
は
心
の
ふ
る
さ
と
に
な
り
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
皆
様
か
ら
学
ば
せ
て
い
た
だ

い
た
こ
と
を
今
後
に
活
か
し
新
た

な
道
を
歩
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
城

北
の
ふ
れ
あ
い
の
「
和
・
輪
」
が

益
々
大
き
く
広
が
り
、
固
く
結
び

つ
き
ま
す
こ
と
と
、
皆
様
方
の
ご

多
幸
・
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
あ

げ
て
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
こ

と
へ
の
御
礼
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

新
任
公
民
館
長
あ
い
さ
つ

城北公民館長
黒田　明浩

前公民館長
小岩井 成人
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